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日頃より市従労運動に対しご支援・ご協力を賜り厚く御
礼を申し上げます。

金沢市の各現業職場においても、原則退職不補充により
職場の人員削減・減少について留まるところを知りません。

現状では、民間委託や市の施策に応じた対応による業務
量増大や年休が取得しにくいといった状況の中、組合員か
らは職場の将来像が見えないという声が届いています。

それにより、通常の業務を遂行していく最小限の人員へ
と絞っていくため、非常時に必要となる体制の構築が難し

い状況に陥ることもあり、近年の自然災害の発生に鑑み、真に人材が必要であることも踏まえ、
これまでの「定員管理の適正化」により至った現状を再考し、新たなる適正化・定数化を目指し
ていくことが住民福祉の向上につながるものと考えます。

「各職場の業務体制・人員問題」「市労連各組織との真の
連携」「市従労の組織統制と強化」「組織内・協力議員の政
策制度への理解活動の推進」「60歳以降の雇用のあり方につ
いての検討」など、多くの課題が山積みをしていますが、
組合員の皆さんと心を一つに合わせ、市従労のあるべき姿
を追求して参りたいと思います。

最後に、今後の展望として、アフターコロナを考えるに
は時期尚早といわれるかもしれませんが、考えておくべき
事があると認識しています。やはり、労働組合として、社
会がどのように変わっていくのかについて、しっかりと見
極めていくことが求められています。

そのうえで、運動をどのように展開するのか、運動の主体となる組織をどのように構築するの
かも考えていかなければなりません。

完全に元のような社会に戻るのか、それともウイルスとの
共生を前提とした新しい社会を作っていくのか。未知のウイ
ルスとの闘いゆえに先行きも見通せないことが多く、何が正
解で、何が間違いかも分かりにくくなっています。しかし、
こうした時だからこそ、私たちは、労働組合としての基本を
大切にしていく事が重要だと考えます。

労働組合の原点は、弱い者たちが弱い者として連帯するこ
とにあり、立場の弱い人たちとしっかりと連帯した運動を展
開していくことです。そのために、私たちは、今何が重要で、
どの取り組みを優先させるのか、各職場・地域の声を受け止
め、組織一体となって運動を進めていきたいと考えています
ので、今後ともご理解の程、よろしくお願いします。

金沢市従業員労働組合 書記長 坂 下 英 之

金沢市議会議員選挙＜４月23日（日曜）投開票＞ 黒口 けいいちろう

市従労★大抽選会★幸運な人50名＆定期大会後の総括!!

西部管理センター ：1５名 東部管理センター ：1６名 戸室新保埋立場 ：４名

① 松 本 賢 ① 馬 場 潤 ① 村 上 実
② 山 本 圭 吾 ② 小野川 二 朗 ② 橋 場 勉
③ 荒 井 栄 一 ③ 柳 瀬 博 範 ③ 谷 内 明 範
④ 小 倉 善 治 ④ 安 田 博 ④ 奥 村 剛
⑤ 山 野 隆 盛 ⑤ 島 﨑 雅 司
⑥ 大 瀬 美 徳 ⑥ 山 本 義 和
⑦ 山 本 政 人 ⑦ 服 部 純 弥
⑧○初王 畑 早 苗 ⑧ 中 川 諭 ごみ減量推進課 ：１名
⑨ 中 村 宏 一 ⑨○初田 谷 誠
⑩ 西 野 政 則 ⑩○初南 智 幸 ① 末 田 友 幸
⑪○初西 村 克 二 ⑪ 鈴 木 哲
⑫ 山 森 卓 也 ⑫ 中 川 進
⑬ 後 藤 大 規 ⑬ 坂 下 晃
⑭ 北 本 友 彦 ⑭ 坂 下 英 之
⑮ 野 村 建 太 ⑮ 西 村 一 樹

⑯○初加 藤 一 実

西部環境エネルギーセンター ：８名 東部環境エネルギーセンター ：６名

① 濱 正 則 ① 干 場 喜久男
② 水 戸 裕 史 ② 清 水 正 幸
③ 冬 爪 喜久則 ③ 早 木 健
④ 谷 内 靖 夫 ④ 中 谷 匠
⑤○初得 能 健 一 ⑤○初松 田 康 男
⑥ 髙 聡 志 ⑥ 西 山 貴 行
⑦ 戸 田 渉
⑧ 小 倉 直 己


